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ノズルの大きさは3種あり水圧の加減で毎分 20-570cc の水量に15段階の変化が出来る｡ 降
雨時間,周期,水量を調節する事により各地の降雨量,降雨日数に応じた撒水が出来るわけで
ある｡





既 往 の 研 究
溶脱操作が木材防腐剤効力試験に取り入れられたのは1915年 F.J.Angierl'が最初と思わ
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の消失は1日の溶脱で起 り,種Aの考察の結果実際には 6.2年で銅の全部 7.2年で亜鉛の全
部が消失すると結論している｡これはかなり興味ある報文である｡
1950年代に入り,屋外曝露試験結果の報告を見る事が出来る様になった｡K.M･Harrow23'


















脱 日数と溶脱量との関係及び一眼に用いる混合物で処理 した木材中の Zn,Cu,Cr,As,Fの
固着についての結果を報告している｡この研究は蘭朽試験に続 くわけであるが,これは E.W.
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B群 :室内に放置後万能老化試験機 (乗洋理化工業梨 WE-2型)に試片を取作げ,208時間
馬区動した｡試験機内の温度は35oCに保ち,撒水時間は年平均降雨量約 1500mm に























て循環する如 く装置した｡ 抽出時間は8時間とし, 才由出後試料は60oCで24時間乾燥した｡集
取した水分を除去してクレオソ- ト池の定量の計算をした｡
ii) クレオソー ト油 ･P.C.P.混合
























筆者等は発きに詳細に発表したので30',その方法 に基い て行った｡ 即ち分 光分析に 依るもの
で,得られた値はすべてソ-ダ塩に換算して本薬剤の量とした｡
vi) P,C.P.可溶化溶液










事になり,定量は複雑になる様であるが, Spectrophotometerでは P.C.P と P.C.P.-M
とは同一波長に於て吸光度の極大値が現われるのでこれをすべて同一物として取扱った｡ 即ち
P.C.P.-M は試片の外周に存在し量的にも少 くないと考えられるのですべて P.C.P.として






木 材 研 究 第20号 (昭33)
中に注入されたものとして計算 した｡
Table2ほ耐候操作を行わない試片に就いて,その試片中の薬剤量に於いて注入前後の試片
重量差 より計算せる値と分析による値 との関係を示すもので,スギ ･ブナ共に仝防腐剤に就い
て近似値を京している｡ 勿論 Table2は単に重量法 と分析法 との比較を示すに限らず!最郡
の注入量を示すものでクレオ ソー ト油系は油全体を,マレニッ トは dinitrophenolを,ポ リ
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残 存 率 (形) (Residue)
内 部 (inter)l外 部(outer)l全 体 (total)





























残 存 率 (形) (Residue)











































残 存 率 (形) (Residue)
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天 然 老 化 曝 露 試 験
(Naturelweatheringtest)






































合,同一処理試片相互の間隔は約 15cm,異なる処理試片とは約 50cm 離した｡
試験地は乾地で夏は勿論冬に於ても午前9時頃より午後4時頃迄1日7時間以上は
太陽光緑が直接試片に照射される開放地であり,雑草が繁茂しない様常に除草喧留







































塗布した｡第 3群の任意の2組に就いては,その地上露出部 より腐朽試験用木片を取 り,同様
に合成樹脂を塗布した｡ これ等準備せる圧縮試験型腐朽試験用木片を,予め ワタグサレクケ
(PoriavaPordria)の繁殖せる培地上に繊維方向を垂直にして置き,第 1･2群及び第 3群の













比較 したものである｡ Table13･14は天然老化曝露後腐朽試験した結果であるが, 腐朽前の














? ? ?? ????
腐 朽 材 強･度
(Decaywood)(kg/cm2)
ブ ナ (Faguscrenai2Blume)














健 全 材 強 硬 闘 朽 材 強 度
(Sound wood)(kg/cm2)I( Decaywood)(kg/cm 2)














































地 下 部 (Undertheground)










90 308 弓 90
91 230 1 91
94 315 : 95






























































1-+ (F agus crenaiaBlume)
(sl.藍ndiw霊d)ち(Decayw｡.d)t羅es% ue5腐 朽 材 t(kg/cm2)531 (56g5/cm2),
き49 1 383
































































































耐朽比を見ると,クレオ ソー ト油注入スギ材を除きすべて曝露 しない時より曝露後に耐朽比
は上昇している｡ 無処理材は曝露される事により腐朽し易くなる故,もし防腐剤の効力が曝露










































木 材 研 究 等,120号 (昭33)
leachingphaseanda dryingphaseevery24hours,WeatherMeter,)andoutdoor
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